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要     約

飼い主が緑内障による異常を認識してから動物診療施設に来院するまでの日数と来院時の視覚の維持について検討し
た．2006年1月1日から2007年12月31日までに当トライアングル動物眼科診療室（当院）に紹介，または直接来院
し，緑内障と診断された犬症例158頭194眼を対象として，動物診療施設来院までの日数（診療施設来院日数）と当院
来院までの日数（TAEC来院日数），および当院来院時の視覚維持率を算出した．症例の73.3％で診療施設来院日数が
3日以内であった．また，TAEC来院日数が3日以内の症例の視覚維持率は54.5％，4日以上の症例では8.9％であっ
た．今回の調査より，犬緑内障症例の多くが，発症後早期の視覚を保持した状態で動物診療施設に来院している可能性
が示された．―キーワード：犬，期間，緑内障，視覚．
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